
手話との出会い
　手話ボランティアは、平成8年から始めました。幼少期に佐賀県の実家
の近くのろう学校で、ろう者が手話をしているのを見たのが、障がい者
との最初の関わりでした。
　結婚して小樽に住むことになり、次男が通った幼稚園のろう児のクラ
スメート・その両親と交流しました。東京に戻った34歳の時に、東京都の
手話講座を受講して本格的に手話を学ぼうと一人で勉強を続けました。
好奇心から手話通訳付きのイベントにも積極的に参加しました。
様々な手話ボランティア活動
　今では次のようなボランティア活動を行っています。｠
①出前ボランティア体験　｠②地域個人登録の会
③「なごみの家 小松川平井」手話ボランティア講師
④手話ボランティア養成講座
⑤ボランティアフェスティバルでの手話通訳
⑥障がい者スポーツ指導員　　
　他にも、ろう者の通院にボランティアで同行したり、小学校での手話通
訳の依頼がボランティアセンターからあり、お手伝いしました。
　大森さんは「今後も都合がつく限り、色々なお力添えをしたいです。皆
さんも簡単な手話のあいさつからでもいいので、ろう者と交流をしてほ
しい。」と笑顔でお話していました。
　江戸川区が進めているSDGｓと関連の深いお話でした。詳しい内容
については、当センターホームページをご覧ください。

　小松川にお住いの大森恵子さんは、幼少の頃の体験をきっかけに30年近く手話ボランティアを続けてい
ます。大森さんにボランティア活動についてお話を伺いました。

（公財）えどがわボランティアセンター ☎03（5662）7671問合せ先

ここでも

ボランティ
ア❶

ここでも

ボランティ
ア❶

－  1  －

【発行】
公益財団法人えどがわボランティアセンター
〒132-0031 江戸川区松島1-38-1 グリーンパレス
電話：03-5662-7671  FAX：03-3653-0740

【発行】
公益財団法人えどがわボランティアセンター
〒132-0031 江戸川区松島1-38-1 グリーンパレス
電話：03-5662-7671  FAX：03-3653-0740

回覧・掲示用

えどがわボランティアセンターだより
令和5年2月発行
第58号

令和5年2月発行
第58号

江戸川区は、誰もが安心して自分らしく暮らせる共生社会の実現に向けてSDGsに積極的に取り組んでいます。

手話ボランティアで活躍！
大森恵子さんにインタビュー
手話ボランティアで活躍！
大森恵子さんにインタビュー

大森恵子さん（ボランティアセンターにて）

なごみの家での手話講座の大森さん（後列左端）

手話ボランティア養成講座の大森さん（右端）

出前ボランティア体験の大森さん（左端） えどがわボランティアフェスティバル式典での手話通訳

オリパラのボランティアとして



　パラスポーツ推進月間（11月1日～12月11日）の11月26日（土）に総
合体育館で「第1回江戸川区長杯ボッチャ交流大会」が開催されまし
た。この大会に江戸川区福祉ボランティア団体協議会のボランティア
12名（4チーム）が参加しました。
　開会式では、障がいのある方などで構成する「STREET JAM」のダ
ンスのあと、斉藤猛区長のあいさつがあり、その後全48チームが決勝
トーナメント進出を目指して対戦しました。
　ボランティア4チームは予選での敗退となりましたが、「あらゆる方
が楽しめるボッチャを今後広めていきたい。」と抱負を語っていました。
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℡03-5662-7671（公財）えどがわボランティアセンターこのページのお問い合せ先

“第１回江戸川区長杯ボッチャ交流大会”に
ボランティアチームが参加

音訳、手話、傾聴のボランティア養成講座を開催
●「初心者のための音訳講座」
　「音訳」は視覚に障がいのある方や活字を読むことが困難な方に文字や図表などの情報を音声化するこ
とです。10月19日から毎週水曜日に全6回で、グリーンパレス等で開催されました。
　参加者は11名で、発声・アクセント、録音体験等を行いました。なお、デイジー（録音図書）の講座を3月に
開催する予定です。

●「手話ボランティア養成講座」
｠　11月11日・18日・25日（金）に全3回で、グリーンパレスで開催され、9名が参加しました。「聞こえない、
聞こえにくい人が困っていること」「手話での挨拶、自己紹介」「聴覚障がい者との交流」などをボランティア
講師から学びました。今後手話ボランティアとして活躍していただく予定です。　

●「はじめての傾聴」
　「傾聴」とは相手の話に耳を傾け共感しながら聞くことです。11月17日・11月24日（木）に全2回でグリーン
パレスで開催し、20名が参加しました。高齢者施設や個人からの依頼でお話相手としてボランティアを始め
るための基礎を学びました。

参加された方はお疲れ様でした。今後、ボランティアとして活躍されることを期待しています。

様々な方が参加した開会式

「STREET JAM」のダンス
どちらが近いか

判定中 熱戦の様子

はじめての傾聴 手話ボランティア養成講座
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ボランティアの振興に、
有効に使わせていただきます

ボランティア団体登録数

（令和４年12月末現在）

登録団体数：178団体
登録人数：4,627人

11月・12月分

ボランティアさん情報 　募集情報の掲載を希望される施設や団体の方は、
ボランティアセンターまでご連絡ください。
TEL 03-5662-7671／FAX 03-3653-0740

ファミリー・サポート協力会員
（有償スタッフ）募集

内　容 … 保育施設や習い事への送迎、お子さんの
一時預かり

資　格 … 区内にお住まいで心身ともに健康な方・
基礎研修講座あり（資格不要）

報　酬 … 1時間800円（時間外900円）
活　動 … 午前中のみ、月に数日でもご活動いただけます。

お子さんが学校に行っている間の時間を活用
したい方や、子育てが一段落した方、お孫さん
がいる方など、幅広い世代の方にご活動いただ
いています。

問合せ … 江戸川区ファミリー･サポート･センター
電　話 … 03-5662-0364
※詳細は右のコードまたは上記まで。

「おうち食堂」
「おとなりさん」
の支援員募集

内　容 …子どもがいる家庭で家事や育児の支援
を行う支援員を募集します。

資　格 … 事前に研修を受ける必要があります。
（調理師免許などの資格は不要です。）

報　酬 … 1時間 1,250円（交通費支給なし）
日　時 … 月～土曜日。週1～2回。

9：00～20：00のうち1日3時間程度
（時間は応相談）

場　所 … 江戸川区内の子育てをしている家庭
問合せ … 江戸川区児童相談所相談課事業係
電　話 … 03-5678-1810　担　当 … 渡邊

～ボランティア講座　第2回「障がいを知ろう」～
　車いす利用者、視覚や聴覚の障がい者の方が、自身の障がいの内容や日常生活での困りごとなどをお話しします。
また、車いすの操作、ガイドヘルプ（視覚障がい者同行支援）や簡単な手話の体験も行います。福祉ボランティアとして
活動したい方は、ぜひ、ご参加ください。

　令和4年度のボランティア保険は、令和5年3月31日で保険期間が終了します。令和5年度のボランティア保険の受付は
3月8日（水）から開始する予定です。新年度4月1日から保険を適用するためには、3月中の加入が必要ですので、お早目
に手続きください。また、4月1日以降に実施する行事に適用する行事保険の受付も、3月8日（水）から開始する予定です。
なお、令和4年度（旧年度）の様式は使用できませんのでご注意ください。詳しくは当センターHPに掲載する予定です。

１　日　時 … 令和5年3月11日（土）
午後1時30分～3時

２　会　場 … グリーンパレス5階　常盤
３　募　集 … 20名（先着順）
４　費　用 … 無料

５　主　催 … 江戸川区福祉ボランティア団体協議会
６　後　援 … えどがわボランティアセンター
７　受　付 … 2月28日（火）午前9時から電話で

ボランティアセンターへ。

●寄付金
　「あむあむ自立援助活動」
　～会を解散したので～ ４万2千円

●使用済み切手
　受領：67件 /20.8Kg 

令和5年度  ボランティア保険・行事保険の受付について

　現在ボランティアセンターに登録している団体は、令和5年3月末で登録が終了となります。現在登録している団体
には、令和5年1月に更新に関する書類を郵送します。引き続き登録を希望する団体は忘れずに手続きをしてください。
詳しくは当センターHPに掲載する予定です。

令和5年度  ボランティア団体の登録更新について

check
!

check
!



東小松川おひさま保育園に手づくり雑巾をプレゼント東小松川おひさま保育園に手づくり雑巾をプレゼント

（公財）えどがわボランティアセンター ☎03（5662）7671問合せ先

　当センターは、11月22日、東小松川おひさ
ま保育園にボランティアさんが自宅で作った
雑巾150枚をお届けしました。これは槇野美
知子さんと夏のボランティア体験で5人の方
が作ってくれたものです。かわいい模様もあっ
て、子どもたちにも喜んでもらえました。

手づくりの“しおり”を寄贈いただきました手づくりの“しおり”を寄贈いただきました

　11月10日に中山友莉子さんから“しおり”を30点寄贈していただきました。「グリーンパレスに来館した子ども
たちへ。楽しいクリスマスを過ごしてほしいです」とのメッセージも添えられていました。
　中山さんは、区立福祉作業所に通所していますが、普段は「さをり織り」を作ったり、軽作業を行っています。今
は「さをり」でネックストラップ作りを頑張っています。｠
　当センター主催の「夏のボランティア体験」で折り紙のカエルを作ったのがきっかけで、家にいる時間で自分で
何か出来ることがないかと考えて、“しおり”を作成したそうです。
　グリーンパレスに来た子どもたちに好評で、みんな楽しそうに選んで、喜んで持って帰りました。｠皆さまありが
とうございました。

　「あすなろ会左眞紀一座」（座長：塚本邦昭さん・平井在住）は昭和42年3月に発足し、今年で57周年を迎えました。
　10月22日（土）に長安寮で、芸能のボランティア活動をしました。
　会員の皆さんは、新舞踊、ハワイアンダンス、マジック、レクダンス、アコーディオン演奏（童謡、叙情歌）
を披露し、皆さんを楽しませました。塚本さんはこれからも頑張っていきたいと語ってくれました。
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中山友莉子さんとしおりメッセージ 喜んで持って帰る子どもたち

東小松川おひさま保育園の皆さん手づくり雑巾
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